1-6-1 阿武山における地震学研究 : 阿武山地震観測所の思い出と人々 (1. 京大地物研究の百年(集録I、IIに続く)) by 島田, 充彦
Title1-6-1 阿武山における地震学研究 : 阿武山地震観測所の思い出と人々 (1. 京大地物研究の百年(集録I、IIに続く))
Author(s)島田, 充彦
















支障をきたすようになり、移転先として 1930 年に高槻市（当時は大阪府三島郡）の標高 281 m の
阿武山の中腹（標高 200 m）に、原奨学金を基に建設された。これは、志田 順によって作られた、




後年、私は、C.F. Gauß (1777-1855)やE.J. Wiechert (1861-1928)で有名なGöttingen 大学の地球物理学
















































３．阿武山分室と第 4 講座雑誌会 




























阿武山の地震観測は、開所当時設置されたWiechert 地震計（振子質量 1、000 kg）で始められた。
その設置は地球物理学教室関係者の多くが関わったようである 4。斎田治三郎さんや地球物理工場
の森本喜一郎さんなどからその苦労話を聞いた。この地震計の手に負えないトラブル時には、京都
から森本さんが駆け付けてくれていた。その後増設され、1960 年頃には各種倍率の 18 台の地震計
が作動していた：Press-Ewing 型長周期地震計（800 倍上下成分、600 倍水平 2 成分、いずれも周期
15.0 s、ブロマイド記録）；短周期電磁式地震計（上下成分、水平 2 成分、いずれも 20、000 倍、周
期 0.81 s、フィルム記録）；短周期電子式地震計（上下成分、水平 2 成分、いずれも 65、000 倍、周
期 1.00 s、煤書き記録）；短周期電子式地震計（上下成分、30、000 倍、周期 0.74 s、煤書き記録）；
Wiechert 地震計（150 倍、周期 4.7 s の上下成分と 170 倍、周期 10.0 s の水平 2 成分、煤書き記録）；
佐々式強震計（上下成分、周期 2.8 s、水平 2 成分、周期 6.0 s、いずれも 15 倍、煤書き記録）；佐々
式大震計（1.1 倍水平 2 成分、周期 25.0 s、煤書き記録）。その後、これらの地震計は改良され、高
感度のものは地下壕に移され、また、煤書き記録はインク書きに、さらに等価性能を持つデジタル








上記の種々の地震計から上下動と水平動 2 成分の初動の向きと、S-P 時間を読み取り震源を推定し
て伝えるのであるが、自信を持って決めることは少なく、翌日に皆が出てくるまではひやひやであ
った。その後、気象庁の地震観測網が整備されたので、詳しくは気象庁へと回すようになった。 
阿武山では、上記地震計による読み取り結果を半年ごとに Seismological Bulletin、 ABUYAMA と
して出版していた。技官らが読み取った結果を、順番に教官、院生が校正することになっていた。
私も数回その当番に当たった。読み取りと原地震記象をつきあわせチェックし、さらに USCGS の
速報の震央などを備考につけていた。ある当番のときに、観測史上 2、 3 番目に大きい 1964 年アラ
スカ地震（当時まだモーメントマグニチュード MW は提唱されておらず MS8.5 だったが、その後
MW9.2 となった、2 番か 3 番かは 2004 年スマトラ沖地震をMW9.1 か 9.3 とするかに依る）とその余
震が含まれていて非常に多くの地震があり、その震央 Prince William Sound を毎日書いていた記憶が
あり、忘れられない地名である。 
また、阿武山では上記地震観測以外に気象観測も行っていた。中庭の百葉箱、地中温度と蒸発量、









小地震研究グループの第 1 回合同観測が、濃尾地震（1891 年 M8.0）の余震域の岐阜県根尾谷周辺
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